
校 歌

１）広畑か丘空晴れて　相模大野の末遠く

　　努力重ぬる行く手には　桂の薫る島のあり

　　楽し勇まし　われ等の歩み
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２）秀麗比なき芙蓉峰　四時（しいじ）仰ぎてましぐらに

　　文をはた武を磨くどき　光は永劫（とわ）に腕にあり

　　清き気高さ　われ等が誇り

３）理想に燃ゆる若人の　つよき雄たけぴこだまして

　　朝暮微笑み聳えつつ　阿夫利の山にさとしあり

　　祖国になわん　われ等が誓い
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